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論 文 内 容 の 要 旨
本論文はシュリー レン法により測定される物質移動に基づ く濃度分布の解析を中心にして, 液液反応系
を研究した成果をまとめたもので, 3編8章よりなっている｡
第 1編では物質移動の取扱いについて述べている｡ まず, 第 1章では拡散係数の測定法について従来か
ら行なわれている方法の概略を述べ, つづいて光学的測定方法の原理と拡散係数算出の解析方法を詳しく
述べている｡












に示し代表例として選んだ CaC12-Na2CO3 系の反応素過程を種々の物理化学的方法で検討し, この系の
反応は各成分の移動状態, 生成物の状態, 界面膜の抵抗などの変化の状況から大きく4 段階の素過程に分
けられることを示している｡
第6章ではシュl) - レン法を用いて多くの液液反応の形態を調べ, これらを一般の膜や電極付近のシュ
ー683-
リー レン線と比較して界面付近の物資の集り方や界面を適しての物資移動状態を考察している｡
第7茸では CaC12-Na2CO 3 系反応で生ずる界面膜内の素過程を偏光, 複屈折光で調べている｡ 配向物
は主に Na2CO3側に生じ, 界面に対して450-900の幅をもって配向し, それが時間とともに変化する状
態を観察しいる｡
第3編第8茸は第2編で得られた知見と結びつけて, シュリ- レン法で測定された CaC12- Na2CO 3系


























示し, その代表例として CaC12-Na2CO3系を選んで詳細な測定を行なって, この系の素過程は大きく4
段階に分けられることを結論している｡
つぎに, 代表例として選んだ CaC12-Na2CO 3 系の反応過程をシュリー レン法を用いて物質移動を中心
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み適用できるものであるが, 始めて多成分系のシェリー レン線の解析を行なっものとして重要である｡ 著
者はこの方法で求めた CaC12-Na2CO3系の種々の時間の濃度分布図から, この系の反応機構について論
じ, 初期の拡散律速段階とそれに続く界面抵抗律速段階に分けられることを結論している｡
以上これを要するに, 本論文は高い精度をもつシユリー レン装置を製作するとともに, この装置を用い
て液液物質移動系および液液反応系の界面近傍の状態を測定して, 液液系の反応機構の解明を図ったもの
で, この分野における新しい知見を与えており学術上, 工業上寄与するところ多い｡ よって, 本論文は工
学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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